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⾷によるヘルスケア研究概要(2018-2022年度)

◆軽度不調評価法の構築及びヘルスケアアプリの開発  

◆軽度不調を改善する「統合健康栄養⾷品 G-Plusフード」の上市  

◆⼀般社団法⼈「セルフケアフード協議会」を通じた研究成果の普及  

◆軽度体調変化の指標をもとにした健康管理サービス（市町村、企業）の提供  

◆健康経営への活⽤

⾝体組成 ⾎液成分 ⽣活習慣

メタボローム

遺伝⼦ 睡眠脳波

⾃律神経 既往症

Data

2024年以降に公開

⾷・マイクロバイオーム・ 
健康情報統合データセット

マイクロバイオーム

栄養成分

2023年公開

⽇本⾷を構成する32⾷材の300成分⼀⻫分析

 「農林⽔産物・⾷品」

機能性成分

Data

5000項⽬以上

摂取⾷品

https://sip2b-aron.jp/about/

健常⼈1000⼈の夏冬2季のすこやか健康調査データ

https://sip2b-aron.jp/about/
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軽度不調とG-Plus⾷品
軽度不調状態

疲労感 不安感

眠気
沈滞

肩こり
お腹の 
不調 抑うつ感イライラ感

⾷・マイクロバイオーム  
・健康統合データセット

✔  パッケージに健康機能を表⽰しない  

✔  認証スキームに沿って、第３者認証機関  

    が認証し、G-plusマークを表⽰ (⺠間認  

    証制度）   

✔  ⼀般社団法⼈セルフケアフード協議会の   

 HPで内容を紹介  

✔  健康な⼼⾝を保つことが期待される 8⾷品  

 成分を 3成分以上必要量含有された⾷品あ  

 るいは  

✔  決められたプロトコルによる臨床試験で  

   軽度不調緩和が認められた⾷品

(2024年公開⽤) 
健常⼈1000⼈健康調査データセット 
✓ 摂取⾷品(栄養調査)・既往歴 
✓ ⾎液・尿データ 
✓ ⼼拍・睡眠時脳波 
✓ 腸内マイクロバイオーム 
✓ 遺伝⼦データ(GWAS) 
✓ 糞便・⾎中メタボローム

★G-Plus⾷品(軽度不調になら  

ないように⼼⾝を保つ⾷品）

 ＜軽度不調:Minor Health Complaints＞ 

軽度不調は個⼈が主観的に感ずる軽度な⼼⾝不調であり、活気の低下、イライラ感、疲労感、⾝体愁訴などの症状を⽰し、時に⽣産性の低

下を伴う。なお、疾病に起因する症状については、軽重を問わず軽度不調に含まない。⾷⽣活等⽣活習慣の⾒直しで緩和すると考えられ

る。職業性ストレス簡易調査票B領域で評価する。

例えば、⾷⽣活や⽣活習慣の⾒直しにより、 

改善される可能性がある
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1000⼈の健康調査データの取得‧公開‧活⽤

✔  健常⽇本⼈ 1000⼈ (男⼥、全国 5箇所、夏冬）の⾼品質なデータを取得、2024年から公開  

✔  軽度不調評価指標の開発、軽度不調改善⾷品開発に活⽤  

✔  マイクロバイオームの⾼精度・⾼品質データも公表

体調系 

データ

⽣活系 

データ

⾝体系 

データ

属性 

データ

体調アンケート調査票（軽度不調）、睡眠⽇誌

⾷事、摂取栄養成分

腸内マイクロバイオーム、⾎清、糞便中メタボロ

ーム、睡眠脳波、⼼拍

居住地、性別、年代、遺伝⼦


